
08/96/135

COSC

RUN/SS

ITH

SFB

SGND

VOSENSE

SENSE–

SENSE+

16

15

14

13

12

11

10

9

1

2

3

4

5

6

7

8

TG

BOOST

SW

VIN

INTVCC

BG

PGND

EXTVCC

U1
LTC1435

C8, 0.1µF

C16*
1500µF
16V

C9
0.1µF

R3, 100Ω
R2
100Ω

C1, C16: NICHICON UPL1C152MHH
C12 TO C15: AVX TPSE337M006R100

L1: MAGNETICS CORE #55380, WIRE: 7T #14 AWG
Q1TO Q3: SILICONIX Si4410DY

C10
4.7µFC7

0.001µF

C4
330pF

C6
100pF

C5, 47pF

C2
68pF

R1, 10k

D1

Q1

*FOR 12A OUTPUT ONLY.
  DO NOT POPULATE FOR
  8A DESIGNS

R4
10Ω

R5
0.033Ω

VIN
10V TO 15V

Q2 Q3*

C11
220pF C12 TO

C15
330µF
6.3V
×4

3.5V
8A/12A

R7
35.7k

D2

L1
4µH

+

+

+C1
1500µF
16V

C3, 0.1µF

+

R6
0.033Ω

  R9*
0.033Ω

R8
18.2k

DN135 F01

R5, R6, R9: IRC LR2010-01-R033-F
U1: LINEAR TECHNOLOGY LTC1435CS

D1: MOTOROLA MBRS0530
D2: MOTOROLA MBRD835L

ヒートシンク不要の高効率プロセッサ電源システム
デザインノート 135
John Seago

新しい設計には絶えずパッケージ・サイズの縮小とより多
くの機能の搭載が求められます。コンパクトで効率的な高
周波電源が要求されるのに、ヒートシンクのための空間は
ほとんどありません。ポータブル・コンピュータには最も
厳しい条件がいくつか課せられます。ペンティアム®プロ
セッサへの電源供給は、電源システムの設計者にとって新
たな挑戦です。

ポータブル・ペンティアム・プロセッサに電源と機能を供
給する新型IC
LTC®1435は非常に高い効率を達成するために、外付けN
チャネルMOSFETを使用する電流モード、定周波数、同期
整流式降圧スイッチング・レギュレータです。LTC1435は
3.5V～36Vの広い入力電圧範囲と低損失(99%デュー
ティ・サイクル)能力を備えているため、4個のNiCdセルの
電圧が放電終了時に3.6Vまで低下する可能性があるバッテ
リ駆動回路にとって良い選択です。36V入力で動作可能な
ので、広範なACアダプタ電圧を印加できます。LTC1435
はバッテリ駆動で90%～95%の効率を達成し、軽負荷条件
で最長のバッテリ寿命を実現するバースト・モードTM動作
を備えています。すべての負荷条件で定周波数動作にする
ために、LTC1435はバースト・モード動作を容易に抑止で
きます。LTC1436で利用可能なアダプティブ・パワーTM

モードは、非常に高い効率で軽負荷時に定周波数動作を提
供します。｢シルバー・ボックス｣電源または他の高電流電

圧源を使用すれば、LTC1435は容易に12Aの出力電流を供
給できます。

LTC1435の電流モード・アーキテクチャと1%の電圧レ
ファレンスは、優れたロードおよびライン・レギュレー
ションと卓越した設定精度で、厳密に制御された出力電圧
を提供します。スイッチング周波数は50kHzから400kHz
までの間で選択できるので、全回路コスト、効率、部品サ
イズ、および過渡応答を適切にバランスさせることができ
ます。LTC1435はロジック・レベルのオン/オフ制御と出
力電流のソフト・スタートも備えています。コントローラ
がシャットダウン・モードのときには、負荷から電圧が取
り除かれ、入力の消費電流はわずか15µAに低下します。
LTC1435は一般的な16ピンSOおよびSSOPパッケージで
供給されます。

高性能ペンティアム・プロセッサ用電源
150MHzペンティアムの負荷電流は約15nsで0.2Aから4.5Aに
変化します。コア電圧はあらゆる条件下で3.5V±0.1Vに維持し
なければなりません。

0.2A～4.5Aの標準ペンティアム・プロセッサの負荷過渡を
シミュレートするIntel Power Validatorに電源を供給する

図1. 8Aまたは12Aアプリケーション用12Vから3.5Vへのレギュレータ

PentiumはIntel Corporationの登録商標です。

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
Burst ModeおよびAdaptive Powerはリニアテクノロジー社の商標です。
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ために、図1に示すLTC1435の回路を使用しました。図2
の過渡波形は、Power Validatorに700µFのローカル・デ
カップリング容量、レギュレータ出力に1300µFの容量を
接続した場合の出力電圧における±0.04Vの変動を示しま
す。8Aおよび12Aの静的負荷に電力を供給するのに同じ基
本回路を使用しました。R8の値を変更することによって、
出力電圧は全12Aで1.8V～5Vに設定できます。わずかな
変更によって9Vまでの出力が可能です。

ポータブル・ペンティアム・プロセッサ用電源
ポータブル・ペンティアム・プロセッサは、2.9V±0.165Vのコ
ア電圧を必要とし、0.25Aと2.65Aを約30nsで切り替えます。こ
の負荷はPower Validatorによってシミュレートされ、図3の回
路から電源が供給されています。この回路は5.5V～28Vの入力
電圧範囲で非常に良好に動作しますが、C13とC14を追加する
ことによって、最小3.5V入力までポータブル・ペンティアム・プ
ロセッサ用のコア電圧を供給し続けます。

図4に入力電圧が3.5Vの場合の出力電圧過渡と負荷電流波
形を示します。図5は負荷および入力条件に対する回路効
率を示しています。

図2. 高性能ペンティアム・プロセッサの
負荷過渡波形

図3. ポータブル・ペンティアム・プロセッサ用2.9Vレギュレータ

図4. ポータブル・ペンティアム・プロセッサの
負荷過渡波形

図5. 異なる入力電圧に対する
LTC1435の効率曲線
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